
東海農政局任意評価様式第１号

東白川村 目標年度 事業実施期間

　７,７５３,０６２円　（７,６７６,７９９円） 平成３０年度 平成２８年７月２９日～平成２９年３月２１日

 （Ａ）   優良　　　　（Ｂ）　　良好　　     （Ｃ）　　低調

 （Ａ）   優良　　　　（Ｂ）　　良好　　     （Ｃ）　　低調

※①目標の達成状況等の総合評価は、事業の目標達成年度(最終年度)の評価時のみ記載すること。 ※評価者（学識経験者等第三者）が複数いる場合には、評価者間で調整した評価結果を記載すること。

（評価理由及び助言等のコメント）
・　事業実施体制が概ね整備され、事業実施に支障をきたしていない。

東白川村

５．事業評価

（Ａ）   優良　　　　（Ｂ）　　良好　　     （Ｃ）　　低調

⑤
　
そ
の
他
事
項

・平成２９年５月１０日付け岐阜新聞に新商品の取組が紹介されている。

（評価理由及び助言等のコメント） （評価理由及び助言等のコメント）

　 ・総合達成率は、以下のとおり達成した。なお、売上目標と通販売上は未達成。

【実績】　・売上目標２，０００千円に対して、０円の販売実績。　　　　   0％の達成状況。
　　　　　 ・人数目標１人に対して、１名の雇用実績。　　　　　　　　　100％の達成率。
　　　　 　・通販売上目標１，５００千円に対して、０円の売上実績。　　 0％の達成状況。

　　　　　　（０％＋１００％＋０％）／３目標＝３３．３％の達成率

②
　
取
組
状
況

○　目標の達成のためどのような活動が行われたか。

④
　
実
施
体
制

○　事業実施体制図等のように役割分担した取り組みとなっていたか。

評　　価
（該当に○）

評　　価
（該当に○）

（Ａ）   優良　　　　（Ｂ）　　良好　　     （Ｃ）　　低調

（評価理由及び助言等のコメント）
・　緑茶の機能性を利用した健康寿命に着目した商品開発などを行い、初年度は消費者の反
応を得るための取組活動となったが、概ね促進計画どおりに進めることが出来ている。なお、事
業実績については、初年度の商品売上と通販売上の目標に対しての達成状況は低迷している
ものの、初年度に得た商品開発の知識と経験が、次年度に繋がる大きな成果である。

評　　価
（該当に○）

平成平成平成平成２８２８２８２８年度 山村活性化支援交付金年度 山村活性化支援交付金年度 山村活性化支援交付金年度 山村活性化支援交付金のののの評価評価評価評価シートシートシートシート
１．評価者氏名 安江弘企

２．事業実施主体名 事業開始年度

※
①
　
目
標
の
達
成
状
況
等
の
総
合
評
価

○　取組の実施状況や目標の達成に必要な取組が十分に行われたか。
　　（②から⑤までを踏まえた総合的な評価）

③
　
事
業
実
績

○　山村活性化支援交付金事業実施計画の目標は達成できているか。

評　　価
（該当に○）

３．事業費（うち国費） 平成２８年度

４．取組振興山村名


